
単品予定在庫更新バッチ
１．バッチ処理キーの取得
単品ID・引当日を１件取得し、バッチ用リクエストＪＳＯNのバッチ用キーにセットする。
この処理はフレームワークが自動で行う。

２．単品予定在庫を抽出し、単品予定在庫計算用ワーク１へ出力（前日繰越データ作成）
抽出条件：ref_単品ID = ref_単品ID（バッチキー）

AND 在庫日付 ＝ 引当日（バッチキー） － １
AND 当日在庫数量 ＞ ０

出力編集：在庫日付 ← 引当日（バッチキー）
前日在庫数量 ← 当日在庫数量
品質維持期限 ← 品質維持期限
ref_単品ＩＤ・ref_入荷ＩＤ・ref_行番号・当日在庫数量はそのまま移送する。
入庫数量・出庫数量・廃棄数量に０を設定する。

３．発注明細を抽出し、単品予定在庫計算用ワーク１へ出力（入庫予定データ作成）
抽出条件：ref_単品ID = ref_単品ID（バッチキー）

AND 希望納入日付 ＝ 引当日（バッチキー）
出力編集：在庫日付 ← 引当日（バッチキー）

入荷予定数量 ← 発注数量
当日在庫数量 ← 発注数量
ref_単品ＩＤ・ref_入荷ＩＤ・ref_行番号はそのまま移送する。
前日在庫数量・加工予定数量・廃棄予定数量に０を設定する。

４．受注明細を抽出し、受注数量（受注合計数量）をサマリーする（同時に単品マスターから品質維持可能日数を取得しておく）
抽出条件：ref_単品ＩＤ = 単品ＩＤ（バッチ処理キー）
ＡＮＤ 出荷予定日付 = 引当日（バッチキー）

注：品質維持可能日数は、繰越データ・発注データが無く、受注データのみが発生した時の為に取得しておく。
この時、受注ータから、単品予定在庫計算用ワーク１を作成する必要がある。

５．単品予定在庫計算用ワーク１を抽出する（前日繰越データと入荷予定データ）
抽出条件：ref_単品ID = ref_単品ID（バッチキー）

AND 在庫日付 ＝ 引当日（バッチキー）
ソート順：ref_発注ＩＤ・ref_行番号

６．Ruby 在庫引当処理関数を呼び出し
処理１：受注合計数量 ＞ 当日在庫数量 のとき
受注合計数量 ＝ 受注合計数量 － 当日在庫数量

加工予定数量 ＝ 当日在庫数量
当日在庫数量 ← ０
単品予定在庫計算用ワーク１を更新（キー：在庫日付・単品ＩＤ・ref_発注ＩＤ・ref_行番号）
処理１へ（次の行を処理する）
ただし、最終行の時は、処理１ではなく、処理２を行う

処理２：受注合計数量 ＜＝ 当日在庫数量
加工予定数量 ← 受注合計数量
当日在庫数量 ← 当日在庫数量 － 受注合計数量
単品予定在庫計算用ワーク１を更新（キー：在庫日付・単品ＩＤ・ref_発注ＩＤ・ref_行番号）
Ruby処理終わり

７．単品予定在庫計算用ワーク１の廃棄予定数量を更新
更新条件：ref_単品ID = ref_単品ID（バッチキー）

AND 品質維持期限 ＜＝ 引当日（バッチキー）
AND 当日在庫数量 ＞ ０

更新編集：廃棄予定数量 ← 当日在庫数量
当日在庫数量 ← ０

８．単品予定在庫ワーク１を単品予定在庫へ追加する
追加条件：ref_単品ID = ref_単品ID（バッチキー）

AND 在庫日付 ＝ 引当日（バッチキー）

注：このバッチ処理は、予定在庫更新日次処理、予定在庫更新随時処理、受注入力（登録・訂正・削除）から
起動される共通のバッチ処理となる。

単品予定在庫について
・日付別に単品の
前日在庫数量・入荷予定数量・加工予定数量・廃棄予定数量・当日在庫数量を表わす。
単品在庫明細は過去日付の在庫を管理するが、単品予定在庫は、未来日付の予定を管理する。

・更新タイミング１
日次処理の単品在庫明細更新後、続けて、予定在庫を作成

・・・発注データと受注データを全件処理（総洗い替え）

・更新タイミング２
在庫予定更新処理の起動画面（随時処理）

・・・発注データを入力後、発注データに含まれる単品ＩＤを洗い替え

・更新タイミング３
受注入力時、在庫予定更新処理（受注）を起動

・・・受注データを入力後、受注データに含まれる単品ＩＤを洗い替え

単品予定在庫更新処理１
単品在庫明細・発注明細・受注明細を使用して、新たに単品予定在庫を作成する。
毎日、単品在庫明細更新後に更新を行う。

起動処理
１．単品予定在庫を全件削除する

２．単品予定在庫計算用ワーク１を全件削除する

３．単品在庫明細の最大在庫日付を抽出する

４．単品在庫明細を抽出し、単品予定在庫を作成する
抽出条件：在庫日付 ＝ 引当開始日

注：引当開始日は、Ｒｕｂｙ関数を使用して設定する
３の最大在庫日付とシステム日付を比較し、小さい日付を引当開始日とする。

５．バッチ処理キー作成 前処理１
発注明細・受注明細から単品ＩＤを抽出する。
抽出条件：発注明細・受注明細全件
抽出項目：DISTINCT 単品ＩＤ

６．バッチ処理キー作成 前処理２
発注ヘッダー・受注明細から引当終了日を設定する。
抽出条件：発注ヘッダー・受注明細全件
抽出項目：引当終了日

７．バッチ処理キーの作成
バッチ処理キー作成用のＲｕｂｙ関数をコールする。
４の引当開始日と５・６の出力データを使用して、単品ＩＤ・引当日の
バッチ用キーを作成する。

８．単品予定在庫更新バッチを起動する。


